
 
 
１ 人 口  
 
（１） 総 人 口 
 

    広島県の人口は2,878,915人，国勢調査開始以来，初めての減少

 平成12年10月1日現在の広島県の 人口 は，2,878,915人で，前回と比べると2,833人，率にして0.1％
減少し，大正9年に第1回目の国勢調査が開始されて以来初めて，前回調査を下回った。 
 人口密度 は，1平方キロメートル当たり339.6人で，前回と比べると0.5人の減少となった。  
 また，平均年齢 は男子40.4歳，女子43.4歳となり，前回と比べると男子が1.7歳，女子が2.0歳上昇
し， 男女の年齢差は2.7歳から3.0歳に拡大した。 
 平均年齢は，男女とも昭和30年以降一貫して上昇している。 

 

 

図 １  広 島 県 人 口 の 推 移 
 

 
 
 
（2） 男女別人口 
 
   男子人口は55年ぶりに減少に転じる。人口性比は93.7

人口を男女別にみると，男子1,392,496人，女子が1,486,419人で，女子が男子を93,923人上回り，人口
性比（女子100人に対する男子の比率）は93.7となり，前回と比べると0.7ポイント低下した。 
 男子 は前回と比べると6,490人，率にして0.5％減少し，昭和20年以来55年ぶりに減少に転じた。 
 女子 は増加したものの国勢調査開始以来最も低い3,657人，率にして0.2％の増加にとどまった。 
 人口性比の推移 をみると，大正9年から昭和15年までは男子の数が多く，人口性比は100を上回ってい
たが，昭和20年には，戦争の影響で87.2に低下した。戦後再び上昇したが，昭和50年の96.1をピークに
低下傾向にあり，男子人口と女子人口の差は拡大している。
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表 １  男 女 別 人 口 の 推 移   

                                      （人，％） 

 

   
（３） 市町村別人口 
 
   広島市の人口は1,126,239人，県人口の約4割を占める

人口を市町村別にみると，最も多いのは広島市の1,126,239人で，県人口の39.1％を占め，次いで福山
市，呉市，東広島市，尾道市の順となっている。 

 逆に最も少ないのは吉和村の853人で，次いで筒賀村，豊松村，総領町，君田村の順となっている。

 

 
表２ 人口の多い市町村（上位10位市町村）

                                       （人）
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表３ 人口の少ない市町村（上位10位市町村）   
                                     （人）

 

 
 
 

  人口増加は11市町，人口減少は75市町村

 前回と比べた人口増減の状況を市町村別にみると， 11市町で増加し，75市町村で減少した。人口が増
加した市町村の数は，前回の18市町村から7市町村減少した。 

 人口増加率を市町村別にみると，増加率が10％を超える市町村はなく，最も高い東広島市は8.3％，次
いで黒瀬町，廿日市市，福富町，熊野町の順となっている。 

 一方，人口減少率が最も高いのは下蒲刈町の30.8％，次いで加計町，豊浜町，宮島町，豊町の順とな
っている。  

 

 
表４ 人口増加率の高い市町村（上位10位市町村）

                                        （％）

      ※ 平成12年は，人口増加市町村の全数。

 
 

表５ 人口減少率の高い市町村（上位10位市町村）

                                        （％）
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（4） 広域行政圏別人口 
 
   広島圏域に県人口の43.2％が集中

 人口を広域行政圏別にみると，最も多いのは広島圏域の1,244,622人で，県人口の43.2％を占めてお
り，次いで福山・府中圏域，呉圏域，尾三圏域，広島中央圏域の順となっている。 

 また，前回と比べると人口が増加した圏域 は３圏域で，最も増加率が高いのは人口増加率の高い東広
島市，黒瀬町，福富町を含む広島中央圏域の3.6％，次いで大都市周辺地域の広島圏域，廿日市市，大野

町，佐伯町を含む広島西圏域の順となっている。 
 一方，人口が減少した圏域 は５圏域で，最も減少率が高かったのは呉圏域，芸北圏域，の4.4％，次

いで備北圏域，尾三圏域，福山・府中圏域の順となっている。

  

    

              表６ 広域行政圏別人口，増減数及び増減率     
                       
                                     （人，％） 

4/18 ページ

2015/02/24http://toukei.pref.hiroshima.lg.jp/data/tba/gaiyou01/gaiyou01.htm



     ※各圏域に含まれる市町村は，参考のとおり。(参考へ） 

  

      

  

２ 年 齢 別 人 口 
 
  老年人口が年少人口を初めて上回る

 人口を 年齢3区分別 にみると， 年少人口（0～14歳人口）は428,035人， 生産年齢人口（15～64歳
人口）は1,916,796人， 老年人口（65歳以上人口）は531,537人であった。 
 前回と比べると，年少人口は38,518人（△8.3％）減，生産年齢人口は39,472人（△2.0％）減となっ
ているのに対し，老年人口は75,040人（16.4％）増加し，前回に引き続いて大幅に増加した。 
 この結果，総人口に占める年少人口，生産年齢人口，老年人口の割合はそれぞれ14.9％，66.6％，
18.5％となって，調査開始以来初めて，老年人口が年少人口を上回った。

   

 
 

図 ２  年齢（3区分）別人口構成比の推移
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（1） 年 少 人 口 
 

  減少が続く年少人口  

 年少人口の推移 をみると，第1次ベビーブーム直後の昭和25年に712,129人と70万人を超えたが，その
後昭和40年には552,521人まで減少した。昭和45年以降第2次ベビーブームにより増加し，昭和55年には
647,154人となったものの，以後再び減少に転じ，平成12年は428,035人となり，調査開始以来，最も少

なくなっている。 
 総人口に占める年少人口の割合の推移 をみると，戦前は35％前後で安定していたが，戦後は縮小傾向
が続いており，昭和35年に28.9％と30％台を下回り，平成2年には18.4％と10％台に縮小し，平成12年に

は14.9％と調査開始以来最低となった。

 
 
（2） 生産年齢人口 
 
  生産年齢人口は，昭和20年以降初めて減少  
 

 生産年齢人口の推移 をみると，昭和25年の1,241,930人から平成7年の1,956,268人まで，一貫して増
加していたが，平成12年では1,916,796人となり，昭和20年以降55年ぶりに減少に転じた。 

 総人口に占める生産年齢人口の割合の推移 をみると，戦後概ね60％台後半で推移している。最も割合
が高くなったのは，昭和45年の68.8％で，その後縮小したものの，第2次ベビーブーム期の出生者が15歳
以上に達した平成2年には68.0％まで拡大した。平成7年から再び縮小に転じ，平成12年には66.6％とな

った。

 

（3） 老 年 人 口

  昭和25年からの50年間で，老年人口が４倍となる 

 老年人口の推移 をみると，調査開始以来一貫して増加しており，平成12年には50万人を超えて
531,537人となり，この50年間で約4.2倍となった。 

 総人口に占める割合の推移 をみると，昭和25年は6.1％であったが，昭和35年には高齢化社会の一つ
の目安である7％を超えて，7.1％となり，昭和55年には10％台の10.2％に拡大した。その後も拡大を続

け，平成12年には過去最高の18.5％となった。
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表７ 年齢（3区分）別人口の推移（大正9年～平成12年）

                                      （人，％）

 

 
 
 

（4） 人口ピラミッド

  大きく変化した広島県の人口ピラミッド  

 広島県の人口の年齢構造の変化を人口ピラミッドの形態によってみると，昭和25年は，若い年齢ほど
人口が多く，すその広い，いわゆる 「富士山型」 であった。 

 しかし，その後出生数の減少に伴い，昭和35年には人口の減退を示す 「つぼ型」 に近くなった。 
 昭和30年代の後半から昭和40年代の第2次ベビーブームにかけて出生数がやや増加したため，ピラミッ
ドのすそがやや広がったが，その後昭和50年代には出生数が減少したため，平成12年には50～54歳，25

～29歳を中心とした二つのふくらみを持つ 「ひょうたん型」 に近い形となっている。
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図３ 広島県の人口ピラミッドの推移

 
 

 
 
 
（5） 市町村の年齢別人口 

   年少人口の割合：８町で10％を下回る   

 市町村別に年少人口の割合をみると，最も高いのは黒瀬町，海田町，廿日市町，府中町の17.1％で，
次いで東広島市の順となっている。 

 最も低いのは，豊浜町の4.9％で，次いで豊町，木江町，東野町，蒲刈町となっており，10％を下回る
市町村は，全て島しょ部となっている。

 
  老年人口の割合：全ての市町村で拡大。43町6村で30％を超える

 前回と比べると，全ての市町村で老年人口の割合が拡大したが，最も高いのは豊町の48.8％で，次い
で豊浜町，神石町，作木村，木江町となっている。 

 一方，最も低いのは東広島市，海田町の12.4％で，次いで府中町，広島市，黒瀬町の順となってい
る。 

 老年人口の割合が30％を超える市町村 は，昭和60年にはなかったが，平成2年には6町村，平成7年に
は29町村と増加し，平成12年には49町村と県内86市町村の半分を超えている。 

 また，40％を超える市町村 も，10町1村となっており，特に島しょ部，山間部での高齢化の進行が著
しい。

 

 
表８ 年齢3区分別の構成比が高い市町村（上位10位市町村）

                                          （％）
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 表９ 年齢3区分別の構成比が低い市町村（上位10位市町村）

                                      （％）

 

 
 
 
 
 
 
 ３ 配偶関係

（1） 未 婚 率

  25～29歳女性の未婚率が初めて50％を超える  

 15歳以上人口の未婚率をみると，男子が29.1％，女子が21.9％で，前回と比べると，ぞれぞれ0.3ポイ
ント低下した。 

 年齢（5歳階級）別にみると，男女とも年齢が高くなるにつれて低くなるが，前回と比べると，ほとん
どの年齢階級で上昇した。 

 男性 は，30～34歳で5.7ポイントと大きく上昇し，35～39歳，45～49歳，50～54歳の各年齢階級も3ポ
イント以上上昇している。 

 女性 は，25～29歳で6.0ポイント上昇して50.9％となり調査開始以来初めて50％を超え，30～34歳
（7.6ポイント），35～39歳（3.8ポイント）も大きく上昇した。

 

  （2） 有配偶率
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  男女とも有配偶率が低下 

 15歳以上人口の有配偶率をみると，男子は64.3％，女子は58.9％で，前回と比べると，それぞれ0.7ポ
イント，0.9ポイント低下した。 

 年齢（ 5歳階級）別にみると， 男性 は25～29歳で33.4％，30～34歳で58.9％と年齢が高くなるにつ
れ上昇し，60～64歳の88.4％が最も高くなり，以降年齢につれて低下している。  

 女性 は，20～24歳で12.2％，25歳～29歳で46.4％と男性同様，年齢が高くなるにつれて上昇し，45～
49歳の85.4％が最も高く，以降年齢とともに低下している。 

 前回と比べると，特に男性の 30歳代，女性の20歳代後半から30歳代が大きく低下している。

 
 

表10 年齢（5歳階級）別未婚率及び有配偶率（15歳以上人口） 
                                    （％）  

 
 
 
 

図４ 20～39歳における男女別未婚率の推移
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４ 世  帯

（1） 総 世 帯

  総世帯数は110万世帯に近づく。1世帯当たり人員は2.62人と更に減少 

 平成12年10月1日現在の広島県の 総世帯数 は，1,099,536世帯で，前回と比べると，49,948世帯，率
にして4.8％増加したが，増加数，増加率とも前回を下回った。 

 総世帯数は，大正9年以降，戦争の影響のあった昭和20年を除き一貫して増加しており，戦後の55年間
では2.8倍となった。 

 1世帯当たり人員 は2.62人で，前回と比べると，0.13人の減少となっており，昭和25年以降減少が続
いている。

 

 
 

図 ５ 世 帯 数 の 推 移 
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（2） 一 般 世 帯

   一般世帯数は1,095,905世帯。一世帯当たり人員は2.57人 

 平成12年10月1日現在の広島県の 一般世帯数 は1,095,905世帯で， 世帯人員 は2,821,836人となって
おり，前回と比べると世帯数は49,783世帯（4.8％）増加したが，世帯人員は7,567人（△0.3％）減少し
た。 
 また，一般世帯の1世帯当たり人員 は2.57人となり，前回と比べると0.13人減少した。

 

 
表11 一般世帯数，一般世帯人員

                                 （人，％）

 
 

 

 ※「一般世帯」とは，住居と生計を共にしている人々の集まり，1戸を構えている単身者，間借り･下宿屋などの単身者，

会社などの独身寮・寄宿舎などに居住している単身者をいう。 
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 学校の寮･寄宿舎の学生･生徒，病院･療養所の入院者，社会施設の入所者，自衛隊営舎内居住者，矯正施設の入所者から成

る世帯は除く。 

  

  世帯人員2人以下の世帯が一般世帯の半数を占める  

 一般世帯の世帯人員別増減率 をみると，平成7年～12年では1人世帯が11.5％増加したのを始め，2人
世帯が12.7％増，3人世帯が6.3％増と世帯人員3人以下の世帯が増加しているのに対して，4人以上の世
帯はいずれも減少している。 
 一般世帯の世帯人員別割合 をみると，１人世帯が28.0％と最も高く，次いで2人世帯が27.1％で，こ
れら世帯人員が2人以下の世帯が，一般世帯の半数以上を占めている。以下，3人世帯18.7％，4人世帯
16.4％となっている。

 

 
図 ６  一 般 世 帯 の 世 帯 人 員 別 割 合

  

（３）世帯の家族類型

   夫婦のみの世帯と単独世帯は引き続き増加

 平成12年10月1日現在の一般世帯（1,095,905世帯）を家族類型別にみると，親族世帯 は785,888世帯
（一般世帯の71.7％）で，前回と比べると17,677世帯（2.3％）増加した。 

 親族世帯のうち 核家族世帯 は656,863世帯（一般世帯の59.9％）で，前回と比べると30,534世帯
（4.9％）増加した。 

 核家族世帯のうち 夫婦のみの世帯 と ひとり親と子どもから成る世帯 は，それぞれ25,219世帯
（12.1％）増，10,465世帯（15.2％）増と増加している一方， 夫婦と子どもから成る世帯 は5,150世帯
（△1.5％）減少している。昭和60年以降の 親族世帯の割合の推移 をみると，夫婦と子どもから成る世
帯の割合が縮小し，夫婦のみの世帯，ひとり親と子どもから成る世帯の割合はいずれも拡大傾向にあ

る。 
 また，親族世帯のうち,その他の親族世帯 は129,025世帯（一般世帯の11.8％）で，前回と比べると

12,857世帯（△9.1％）減少した。昭和60年以降「その他の親族世帯」は，減少傾向にある。 
 単独世帯 は307,122世帯（一般世帯の28.0％）で，前回と比べると31,640世帯（11.5％）増加した。
昭和60年～平成2年は17.8％，平成2年～7年は20.9％と高い増加率が続いていたが，平成7年～12年では

やや鈍化している。
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図 ７ 一般世帯の家族類型別割合の推移

 

 
 

 表1２ 一般世帯の家族類型別世帯数

                                    （人，％）

 

  

  高齢単身世帯が高い伸び 

 65歳以上の親族がいる一般世帯のうち，いずれかが65歳以上の夫婦のみの世帯 は，110,424世帯（夫
婦のみの世帯の47.2％）で，前回と比べると19,760世帯（21.8％）増加した。 

 また，65歳以上の者1人のみの世帯である 高齢単身世帯 は，84,686世帯（単独世帯の27.6％）で，前
回と比べると18,970世帯（28.9%）増加した。

 

14/18 ページ

2015/02/24http://toukei.pref.hiroshima.lg.jp/data/tba/gaiyou01/gaiyou01.htm



 
表１３ いずれかが65歳以上の夫婦のみの世帯及び高齢単身世帯の世帯数

（世帯，％）

 

   ※（  ）内は構成比。 

  
 
  女子高齢者の4.7人に1人は単身世帯 

  

 高齢単身世帯 の内訳を男女別にみると，男子が18,300人，女子が66,386人で，女子が男子の約3.6倍
となっている。 

 また， 老年人口に占める割合 は，男子が8.4%，女子が21.2%で，65歳以上の女子の約4.7人に１人は
単身となっている。 

 

 
 

表１４  男 女 別 高 齢 単 身 者 数 
                                                （人，％）

 

    ※ （   ）内は構成比。

 
 
 
 
 
 

５ 住  居

  持ち家率は60.9％
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 住宅に住む一般世帯を住宅の所有関係別 にみると，持ち家が653,597世帯と60.9%を占め，次いで民営
の借家の303,397世帯（28.3％），給与住宅の52,417世帯（4.9％），公営の借家の44,828世帯（4.2％）

の順となっている。 
 前回と比べると，増加数では持ち家が42,870世帯（7.0％），民営の借家が10,340世帯（3.5％）大き

く増加しているが，給与住宅は2,638世帯（△4.8％）の減少となった。 
 また，一人当たり延べ面積 は35.9㎡で，これを所有関係別にみると，持ち家42.1㎡，間借り23.3㎡，
給与住宅23.2㎡，民営の借家22.8㎡，公営の借家20.2㎡，公団・公社の借家17.9㎡の順となっており，

いずれも前回と比べると広くなっている。

 

 
表１５ 住宅の所有関係別住宅に住む一般世帯数の推移

（世帯，％）

  ※（  ）内は構成比。

 

 
 
 
 
 
 
６ 外 国 人

  外国人が２万３千人を超える，増加率は半減

 外国人は23,113人で，前回と比べると2,257人（10.8％）増加し，県人口に占める割合は0.8％となっ
た。 

 昭和２５年以降の推移をみると，昭和２５年から昭和４０年までは減少が続いたが，昭和４０年を底
に増加に転じ，平成12年まではほぼ一貫して増加を続け，特に昭和60年から平成12年までの15年間で

7,511人（48.1％）増加し，約1.5倍となっている。 
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図８ 外 国 人 人 口 の 推 移

 

 

 国籍別 にみると，韓国・朝鮮が10,815人（外国人人口の46.8％）で最も多く，次いで中国，ブラジ
ル，フィリピン，アメリカの順となっている。 

 また，平成7年～12年の増加率では，中国が53.9％と最も高く，次いでフィリピン，ブラジル，タイの
順となっている。 

 平成2年～7年では，韓国・朝鮮を除く全ての国籍で大きく増加したが，平成7年～12年は増加率が前回
を大きく下回った。

 

 
表１６ 国 籍 別 外 国 人 人 口

（人，％）
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   ※（   ）内は構成比。
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